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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成21年8月6日(2009.8.6)

【公開番号】特開2008-7614(P2008-7614A)
【公開日】平成20年1月17日(2008.1.17)
【年通号数】公開・登録公報2008-002
【出願番号】特願2006-179003(P2006-179003)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  77/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  71/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/3492   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  77/00    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  71/02    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/3492  　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年6月19日(2009.6.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
メラミンシアヌレート（Ｂ）の含有量が１１質量％以上２０質量％以下である難燃性ポリ
アミド樹脂組成物の製造方法であって、融点が２５５度以上３５０度以下のポリアミド樹
脂（Ｉ）と、融点が１８０度以上２５０度以下のポリアミド樹脂（Ａ）に対しメラミンシ
アヌレート（Ｂ）とポリアルキレン多価アルコールまたはその脂肪酸エステルから選ばれ
た少なくとも１種の界面活性剤（Ｃ）からなるポリアミド樹脂複合物（ＩＩ）を溶融混練
することを特徴とする難燃性ポリアミド樹脂組成物の製造方法。
【請求項２】
樹脂複合物（ＩＩ）中のメラミンシアヌレート（Ｂ）の含有量が３０質量％以上４５質量
％以下である請求項１に記載の難燃性ポリアミド樹脂組成物の製造方法。
【請求項３】
樹脂組成物中の界面活性剤（Ｃ）の含有量が０．２５質量％以上２．０質量％以下である
請求項１または２に記載の難燃性ポリアミド樹脂組成物の製造方法。
【請求項４】
界面活性剤（Ｃ）が、ポリアルキレングリコールと脂肪族カルボン酸とのエステル誘導体
である請求項１から３のいずれかに記載の難燃性ポリアミド樹脂組成物の製造方法。
【請求項５】
界面活性剤の含有量［Ｃ］とメラミンシアヌレートの含有量［Ｂ］の比（［Ｃ］／［Ｂ］
）が０．０２５＜［Ｃ］／［Ｂ］＜０．１であることを特徴とする請求項１から４のいず
れかに記載の難燃性ポリアミド樹脂組成物の製造方法。
【請求項６】
ポリアミド樹脂（Ａ）が、ポリアミド６、ポリアミド６Ｉあるいはポリアミド６、ポリア
ミド６６、ポリアミド６Ｃ、ポリアミド６１０、ポリアミド６１２、ポリアミド６Ｉのう
ち少なくとも２種類の異なるポリアミド成分を含むポリアミド共重合体から選ばれたもの
であることを特徴とする請求項１から５のいずれかに記載のポリアミド樹脂組成物の製造
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方法。
【請求項７】
請求項１から６のいずれかに記載の製造方法により製造される難燃性ポリアミド樹脂組成
物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
（４）界面活性剤（Ｃ）が、ポリアルキレングリコールと脂肪族カルボン酸とのエステル
誘導体である上記（１）から（３）のいずれかに記載の難燃性ポリアミド樹脂組成物の製
造方法、
（５）界面活性剤の含有量［Ｃ］とメラミンシアヌレートの含有量［Ｂ］の比（［Ｃ］／
［Ｂ］）が０．０２５＜［Ｃ］／［Ｂ］＜０．１であることを特徴とする上記（１）から
（４）のいずれかに記載の難燃性ポリアミド樹脂組成物の製造方法、
（６）ポリアミド樹脂（Ａ）が、ポリアミド６、ポリアミド６Ｉあるいはポリアミド６、
ポリアミド６６、ポリアミド６Ｃ、ポリアミド６１０、ポリアミド６１２、ポリアミド６
Ｉのうち少なくとも２種類の異なるポリアミド成分を含むポリアミド共重合体から選ばれ
たものであることを特徴とする上記（１）から（５）のいずれかに記載のポリアミド樹脂
組成物の製造方法、
（７）上記（１）から（６）のいずれかに記載の製造方法により製造される難燃性ポリア
ミド樹脂組成物、である。
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